
（１） 公益社団法人 足立区シルバー人材センター広報 （月刊、毎月１日発行）

千
住
２
区
域

橋
口

清
次

令
和
８
年
７
月
10
日
、
千

住
支
所
に
て
令
和
８
年
度
第
２

回
会
員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。テ

ー
マ
は
「
郷
土
の
祭
り
と

行
事
、
足
立
区
を
も
っ
と
知
ろ

う
」
講
師
の
足
立
区
郷
土
博
物

館
学
芸
員
、
萩
原
ち
と
せ
様
に
、

足
立
区
に
根
付
く
お
祭
り
や
行

事
な
ど
詳
し
く
お
話
頂
き
、
日

頃
の
生
活
で
接
し
て
い
る
お
祭

り
か
ら
初
め
て
耳
に
す
る
お
祭

り
ま
で
、
幅
広
い
内
容
で
し
た
。

以
下
に
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

★
出
初
式
の
梯
子
乗
り

１
月
５
日
前
後
、
千
住
地
区

（
千
住
消
防
署
・
慈
眼
寺
・
勝

専
寺
・
北
千
住
駅
前
等
）
で
行

わ
れ
る
行
事
火
消
文
化
の
担
い

手
、
江
戸
町
火
消
の
伝
統
を
引

き
継
ぐ
★
じ
ん
が
ん
な
わ

成
人
の
日
に
西
保
木
間
の
大
乗

院
境
内
で
藁
で
大
き
な
蛇
を
作

り
、
木
に
高
く
掲
げ
て
魔
除
け

と
す
る
年
中
行
事

★
閻
魔
賽
日
（
え
ん
ま
さ
い
じ

つ

閻
魔
開
）

１
月
15
、
16
日
、
７
月
15
、

16
日
に
勝
専
寺
（
赤
門
寺
）

で
行
わ
れ
る
祭
礼
、
閻
魔
賽
日
、

十
王
詣
、
藪
入
、
江
戸
時
代
に

流
行
し
た
十
王
詣
が
今
も
続
き
、

奉
公
人
も
地
獄
の
亡
者
も
休
み

に
な
り
開
放
さ
れ
、
日
頃
の
罪

が
許
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

★
節
分
の
豆
ま
き

２
月
の
節
分
に
行
わ
れ
る
年
中

行
事
、
西
新
井
大
師
等
区
内
各

地
で
行
わ
れ
る

★
押
部
百
万
遍

５
月
28
日
前
後
の
日
曜
日
に
、

鹿
浜
の
阿
弥
陀
仏
院
本
堂
で
、

住
職
の
法
要
の
後
、
数
人
で
大

数
珠
を
回
し
、
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
を
唱
え
、
集
落
の
家
内
安

全
を
祈
る

★
富
士
講
・
富
士
山
開
き

６
月
30
日
、
７
月
１
日
に
大

川
町
氷
川
神
社
で
開
か
れ
る
祭

礼
、
か
つ
て
、
富
士
山
を
信
仰

す
る
富
士
講
の
人
々
に
よ
る
富

士
塚
が
作
ら
れ
、
富
士
山
の
山

開
き
に
合
わ
せ
て
講
の
祭
礼
が

行
わ
れ
る

★
花
畑
の
祈
祷
獅
子
舞

７
月
花
畑
大
鷲
神
社
境
内
で
奉

納
さ
れ
る
三
匹
獅
子
舞
。
天
下

泰
平
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災

を
祈
る

★
舎
人
諏
訪
神
社
大
祭
（
少
年

相
撲
大
会
）

８
月
27
日
前
後
の
日
曜
日
に
、

舎
人
諏
訪
神
社
大
祭
時
に
少
年

相
撲
大
会
が
開
か
れ
る
。
境
川

部
屋
の
力
士
達
の
協
力
を
得
、

町
内
の
園
児
（
年
少
）
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
が
参
加
す
る

★
鹿
浜
の
獅
子
舞

９
月
15
日
前
後
の
日
曜
日
に

鹿
浜
の
４
神
社
で
奉
納
さ
れ
る

三
匹
獅
子
舞
、
東
の
北
野
神
社
、

島
の
氷
川
神
社
、
糀
屋
の
氷
川

神
社
、
古
内
の
天
祖
神
社
の
４

社
を
順
番
で
巡
り
、
令
和
８
年

は
古
内
天
祖
神
社
の
番
と
な
る

最
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
も

設
け
ら
れ
、
今
回
の
研
修
会
に

は
64
名
の
会
員
が
参
加
し
、

活
気
あ
ふ
れ
、
大
変
興
味
深
い

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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会員総数3,132名（男1,961名・女1,171名）

７月の事業実績 上段、下段は前年同月実績 事業実施状況報告書より

会 員 数
(人)

3,132
総事業費

(千円)

131,346
受注件数

(件)

1,391

3,089 110,226 1,313

就業者数
(人)

2,194
総配分金

(千円)

120,199
公 民 比

(%)

53：47

2,045 100,772 51：49

就 業 率
(%)

70.0 一人平均
(円)

54,785
入会/退会

(人)

33/13

66.2 49,277 21/ 8

編集・発行
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電話 ０３－５８５６－６８６６
ＦＡＸ０３－５８５６－６５３３
E-mail adsc@vega.ocn.ne.jp

千住地区 ☎ 5244-7072 FAX 5244-7073 382名

東部地区 ☎ 3850-2672 FAX 3850-2690 664名

西部地区 ☎ 5845-5377 FAX 5845-5380 644名

南部地区 ☎ 5697-3413 FAX 5697-3433 541名

北部地区 ☎ 3859-2441 FAX 3859-2442 901名

毎
月
、
梅
田
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
、
千
住
支
所
で
入
会
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
友
人
を
誘
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

会

場

➊
【
西
部
地
区
】

梅
田
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

（
エ
ル
ソ
フ
ィ
ア
）

梅
田
7-

33-

1

日

時

9
月
8
日
（
火
）

①
10
時
〜
②
11
時
～
③
13
時
～

④
14
時
～
⑤
15
時
～

※
先
着
順

会

場

➋
【
千
住
地
区
】

千
住
支
所
千
住
中
居
町
10-

10

日

時

9
月
10
日
（
木
）

①
10
時
〜
②
11
時
～
③
13
時
～

④
14
時
～
⑤
15
時
～

※
先
着
順

定

員

各
時
間
1
名
ま
で

入
会
条
件

足
立
区
在
住
で
満
60
歳
以

上
の
方

働
く
意
欲
の
あ
る
方

用
意
す
る
も
の

身
分
証
明
書

（
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
）

印
鑑
（
認
印
）

年
会
費

千
円

注
意
事
項

す
で
に
他
で
就
業
し
て
い
る

方
は
入
会
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
（
予
約
制
）

左
記
へ
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
先

➊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

西
部
支
所

☎

５
８
４
５
ー
５
３
７
７

➋
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

千
住
支
所

☎

５
２
４
４
ー
７
０
７
２

出
張
入
会
相
談
会

西
部
・
千
住
地
区
で
開
催

7月の傷害事故件数

7月1日から7月31日まで
傷害事故件数 5 件

【6月の全国傷害事故件数】
重篤事故死亡又は6ヵ月以上の入院 2件
1～6ヵ月未満の入院の事故 23件

▼いちょうぴあ
10月号の支所渡し9月30日（水）午後

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
が
講
師
に
な
り
、
年
末
の

大
掃
除
に
向
け
て
、
窓
及
び
網
戸
の

掃
除
の
仕
方
に
つ
い
て
、
実
演
を
交

え
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
々
の
掃
除
と
生
活
に
も
役
立
つ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
日
時
、
申
し
込
み
方
法
に
つ

い
て
は
左
記
を
確
認
の
う
え
、
事
務

局
担
当
職
員
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
時

令
和
8
年
10
月
1
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

場
所

足
立
区
悠
々
会
館

1
階
運
動
コ
ー
ナ
ー

(

西
保
木
間
4-

9-

1)

講
師

島
﨑

会
員

大
日
方

会
員

定
員

15
名
（
先
着
・
予
約
制
）

対
象

会
員
の
み

★
【
申
込
方
法
】

事
務
局
に
電
話
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

☎

５
８
５
６
ー
６
８
６
６

担

当

佐

藤

家事援助サービスクリーン研修
「窓拭き及び網戸掃除」開催！

千
住
地
区

会
員
研
修
会
を
終
え
て

西
新
井
、
入
谷
、
江
北
、

鹿
浜
、
舎
人
周
辺
の
公
園
で

落
ち
葉
収
集
の
仕
事
が
で
き

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

11
月
か
ら
12
月
の
期
間
で

1
回
6
時
間
の
お
仕
事
で
す
。

会

場
西
新
井
住
区
セ
ン
タ
ー

集
会
室
1

西
新
井
1-

4-

17

日

時

9
月
15
日
（
火
）

①

9
時
30
分
〜

②

10
時
45
分
～

③

13
時
30
分
～

④

14
時
45
分
～

※
先
着
順

定

員

各
時
間

4
名

入
会
条
件

足
立
区
在
住
で
満
60
歳
以

上
の
方

働
く
意
欲
の
あ
る
方

用
意
す
る
も
の

身
分
証
明
書

（
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
）

印
鑑
（
認
印
）

年
会
費

千
円

注
意
事
項

す
で
に
他
で
就
業
し
て
い

る
方
は
入
会
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
（
予
約
制
）

左
記
へ
電
話
で
申
込
く
だ

さ
い
。

申
込
先シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

北
部
支
所

☎

３
８
５
９
ー
２
４
４
１

今月の安全標語

〇
健
康
は

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
睡
眠
で

〇
楽
し
く
動
い
て

筋
力
ア
ッ
プ

〇
日
頃
の
整
理
と
足
元
チ
ェ
ッ
ク

〇
自
転
車
も

車
と
同
じ

裁
き
あ
り

〇
注
意
せ
よ

夕
暮
れ
時

雨
の
日

交
差
点

〇
検
診
の
結
果
を
活
か
し
て

健
康
管
理

溝
口

富
子

中
川

住
代

石
川

勉

岸
田

伸
之

小
林

知
子

和
田

信
子

千住 9日（水）支所前

東部 16日（水）支所前

南部 30日（水）支所前

西部 15日（火）興本区民事務所

北部 10日（木）①鹿浜住区センター前
24日（木）②支所前

（
東
部
７
区
）

（
東
部
７
区
）

（
千
住
２
区
）

（
北
部
８
区
）

（
南
部
３
区
）

（
千
住
６
区
）

こ
の
た
び
、
「
い
ち
ょ
う
ぴ

あ
9
月
号
」
よ
り
、
掲
載
記
事

の
配
置
を
一
部
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

変
更
は
左
記
の
通
り
と
な
り

ま
す
。

①

行
事
予
定

2
面

②

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
日
程

2
面

③

傷
害
事
故
件
数

1
面

④

配
分
金
支
払
日

1
面

⑤

自
転
車
点
検
日
程

1
面

ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

掲
載
配
置
の

お
知
ら
せ

⏲午前9時～午後3時まで ※雨天中止☂

落
ち
葉
収
集
等
⧠

出
張
入
会
相
談
会
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編

集

後

記

会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
歓
迎
し

ま
す
。

各
支
所
に
あ
る
「
い
ち
ょ
う
ぴ
あ
」

原
稿
用
紙
（
Ａ
四
版
）
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

◆
締
切

毎
月

5
日

宛
先

事
務
局

菅
野
宛

「
い
ち
ょ
う
ぴ
あ
原
稿

在
中
」

明
記原

稿
文
字
数
は
六
百
字
以
内

◆
氏
名
・
地
区
・
区
域
・
電
話

必
須

◆
締
切
日
以
後
は
翌
々
月
号
の
掲

載
と
な
り
ま
す
。

※
公
益
社
団
法
人
と
し
て
相
応
し

く
な
い
内
容
の
投
稿
に
つ
い
て

は
掲
載
し
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

季
節
（
と
き
）
の
動
き

9
月

長
月
（
な
が
つ
き
）

1
日

日
の
出

5
時
13
分

1
日

日
の
入

18
時

09
分

7
日

白
露

9
日

重
陽

15
日

老
人
の
日

20
日

彼
岸
入
り

21
日

敬
老
の
日

23
日

秋
分
の
日

25
日

十
五
夜

開

花

菊
、
桔
梗
、
彼
岸
花

旬
魚

秋
刀
魚
、
鮭
、
真
鰯

イ
ボ
ダ
イ
、
カ
マ
ス

文 芸

家事援助サービスグループ日程
8日新人研修会（入門編）・地区リーダー会議

14時〜 渕江住区センター
〇各地区定例会議 １３時３０分〜
千住 16日 千住支所
東部 18日 保塚住区センター会議室
西部 10日 中部会議室
南部 14日 東綾瀬住区センター
北部 11日 悠々会館

今
年
は
多
品
種
の
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。失

敗
す
る
と
、
次
は
来
年
ま

で
待
つ
と
い
う
気
の
長
い
趣
味

で
す
。

柏
葉
紫
陽
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
作
り
は
、
風
通
し
の
良
い

日
陰
に
吊
る
す
だ
け
の
ハ
ン
ギ

ン
グ
法
を
つ
か
い
ま
す
。
こ
の

花
の
形
は
コ
ー
ン
型
で
開
花
中

は
下
向
き
に
垂
れ
て
咲
く
た
め
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
す
る
過
程

で
生
木
か
ら
乾
燥
さ
せ
る
際
に
、

あ
て
ぎ
等
で
花
を
直
線
に
し
て

下
向
き
に
吊
る
し
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
約
２
週
間
で
立
体
的

に
仕
上
が
り
ま
す
。
花
木
は
、

色
が
濃
い
ほ
ど
好
ま
し
く
、
例

え
ば
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
は
色
が
よ

く
出
ま
す
。
サ
ボ
テ
ン
な
ど
の

多
肉
植
物
以
外
、
ほ
と
ん
ど
の

花
木
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ー
カ
リ
・
ス
ス
キ

等
は
他
の
フ
ラ
ワ
ー
の
引

き
立
て
役
と
し
て
最
適
で

す
。今

は
ホ
オ
ズ
キ
の
時
期

で
、
透
か
し
ホ
オ
ズ
キ
を

作
っ
て
い
ま
す
。
水
中
に

全
部
つ
け
た
ま
ま
、
し
ば
ら
く

お
き
ま
す
。
空
気
に
触
れ
る
と

黒
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
皮
の
部
分
が
溶
け
た
ら
ブ

ラ
シ
で
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、

漂
白
剤
で
白
く
し
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
花
の
時
期
を
見
る
こ

と
、
あ
ま
り
若
い
と
完
成
し
た

時
に
シ
ワ
が
出
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
来
年
良

い
作
品
作
り
に
ト
ラ
イ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

高
尾
山
は
、
標
高
五
百
九
十

九
メ
ー
ト
ル
と
低
山
に
属
し
、

年
間
約
三
百
万
人
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
の
７
月

11
日

（
土
）
に
高
尾
山
の
健
康
登
山

を
実
施
し
84
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
100
回
目
ま

で
あ
と
16
回
、
何
と
か

達
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高
尾
山
の
健
康
登
山

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

紹
介
し
ま
す
。

平
成
11
年
（
１
９
９

９
年
）
に
ス
タ
ー
ト
し
、

自
然
の
中
で
楽
し
み

な
が
ら
継
続
的
に
登

山
し
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、

薬
王
院
で
健
康
登
山

手
帳
を
購
入
し
登
山

の
証
と
し
て
手
帳
に

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

く
れ
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
や
リ
フ
ト
を

利
用
し
て
の
登
山
で

も
OK
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く

れ
ま
す
。

手
帳
は
1
冊

700
円

で
21

回
分
で
す
。
押
印
料
は
1
回

100
円
で
す
。

私
は
84
回
な
の
で
４
冊
目
が

終
了
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

1
冊
目
の
初
回
の

ス
タ
ン
プ
を
見
ま
す

と
、
平
成
20
年

(

２
０
０
８
年
）
1

月
3
日
で
、
今
か
ら
18
年
前

の
59
歳
、
定
年
の
1
年
前
で

し
た
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
高
尾
山

は
自
然
の
豊
か
な
山
で
あ
る
と

共
に
信
仰
の
山
で
も
あ
り
ま
す
。

高
尾
山
信
仰
は
江
戸
時
代
初

期
に
大
名
か
ら
町
民
の
間
に
広

ま
り
、
多
く
の
参
詣
人
が
高
尾

山
に
登
る
よ
う
に
な
り
、
高
尾

講
は
江
戸
町
民
に
と
っ
て
手
軽

さ
が
好
評
で
今
に
続
い
て
い
ま

す
。高

尾
山
の
人
気
の
理
由
は
、

新
緑
や
紅
葉
等
、
自
然
の
中
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
新
宿
か

ら
高
尾
山
口
駅
ま
で
京
王
線
で

約
1
時
間
と
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

登
頂
ま
で
の
コ
ー
ス
も
多
く
、

1
号
路
か
ら
6
号
路
ま
で
あ

り
、
そ
の
他
に
稲
荷
山
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

今
回
、
登
頂
の
ル
ー
ト
を
紹

介
し
ま
す
。
自
宅
か
ら
徒
歩
で

竹
ノ
塚
駅
で
乗
車
し
、
日
比
谷

線
の
秋
葉
原
駅
で
乗
り
換
え
、

都
営
新
宿
線
の
岩
本
町
駅
で
更

に
乗
り
換
え
京
王
線
の
笹
塚
駅

で
高
尾
山
口
ま
で
行
き
ま
す
。

登
り
は
、
稲
荷
山
コ
ー
ス
（3.

1Km

）
登
頂
後
昼
食
、
下
山
は
、

薬
王
院
に
寄
り
ス
タ
ン
プ
の
押

印
そ
の
後
、
1
号
路
（3.

8
K

m

）
を
と
り
高
尾
山
口
、
往
き

と
同
じ
コ
ー
ス
で
自
宅
に
帰
る
。

朝

8
時
に
出
て
、
自
宅
着
が

16
時
で
、
万
歩
計
は
１
万
８
千

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

登
山
後
、
血
圧
を
測
る
と
通

常
は
１
３
０
～
１
４
０
な
の
に

上
が
１
２
０
に
下
が
っ
て
い
ま

し
た
。

皆
さ
ん
！

高
尾
山
へ

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

写
真
で
見
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

千住元宿さくら公園 5．23 9名参加
千
住
七
区
域

木
坂
支
所
委
員

第八小学校車道他 5.24 18名参加
千
住
一
区
域

菅
支
所
委
員

綾瀬住区C 5.19 8名参加

南
部
三
区
域

福
田
支
所
委
員

堀ノ内公園周辺 5.24 8名参加
西
部
十
区
域

雨
田
支
所
委
員
代
行

東伊興住区C 5.19 15名参加
北
部
五
区
域

櫻
井
支
所
委
員

【
俳
句
】

○

仁
科
川

鮎
の
入
れ
ぐ
い

大
漁
に

〇

花
火
見
る

娘
が
並
ぶ

着
付
待
ち

千
住
五
区
域

青
木

久
惠

〇

枇
杷
の
種

転
げ
て
猫
が

じ
ゃ
れ
つ
い
て

び

わ

〇

芥
子
の
花

高
尾
の
麓
に

咲
き
乱
れ

千
住
八
区
域

清
水

武
夫

○

桃
狩
り
て

そ
れ
と
気
付
か
ぬ

黒
き
富
士

〇

赤
と
ん
ぼ

五
匹
輪
に
な
り

果
樹
畑

千
住
一
区
域

葛
西

絹
代

○

陽
が
落
ち
て

赤
門
寺
の

夏
が
往
く

〇

秋
を
待
つ

草
加
の
松
に

遊
歩
道

千
住
六
区
域

平
田

章

〇

夕
立
や

暑
さ
和
ら
ぎ

ひ
と
や
す
み

〇

3
才
児

笑
顔
は
じ
け
る

初
泳
ぎ

千
住
一
区
域

川
股

二
美
子

〇

秋
鯖
や

夕
げ
用
意
は

フ
ー
ド
ロ
ス

〇

コ
ス
モ
ス
の

一
人
二
人
と

友
は
去
ぬ

い

東
部
十
二
区
域

今
泉

ト
ミ

◎

地
域
に
も
淵
江
音
頭
で
仲
間
入
り

夏
の
想
い
で
又
ひ
と
つ

◎

盆
踊
り
老
若
男
女
皆
同
じ

見
よ
う
み
ま
ね
で
笑
顔
の
輪

北
部
二
区
域

太
田

礼
子

【
短
歌
】

◎

若
き
頃
神
田
川
の
詩
の
様
な

暮
ら
し
も
し
た
ね
妻
は
旅
立
ち

◎

仕
事
終
え
家
路
に
着
い
て
ド
ア
を
開
け

明
か
り
が
灯
る
日
々
が
懐
か
し

北
部
七
区
域

町
田

公
徳

◎

仏
桑
花
島
の
思
い
出
夏
祭
り

B
O
N
I
N

の
島
々
お
が
さ
わ
丸

〇

北
千
住

閻
魔
開
き
や

夏
の
雲

東
部
五
区
域

横
山

秀
康

東
部
九
区
域

一
円
支
所
委
員

花畑大通り 5.17 14名参加

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に

挑
戦

東
部
六
区
域

後
藤

充

高
尾
山
の
健
康
登
山
は

気
持
ち
い
い

東
部
六
区
域

嶋
根

進

旧
奥
州
街
道

は
じ
め
に

千
住
一
区
域津

田

幸
男

前
回
は
旧
東
海
道
を
ほ
ぼ
完

歩
し
た
の
で
、
今
回
は
旧
奥
州

街
道
を
歩
い
て
み
る
こ
と
に
す

る
。聞

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
旧
日

光
街
道
を
書
か
れ
て
い
る
方
が

い
た
と
の
こ
と
で
、
日
本
橋
か

ら
宇
都
宮
宿
ま
で
は
重
複
に
な

る
が
、
容
赦
願
い
ま
す
。

ま
た
、
別
の
書
き
方
に
な
る

と
思
う
の
で
気
に
な
る
方
は
比

較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

旧
東
海
道
の
時
は
現
役
時
代

か
ら
続
い
て
十
数
年
経
過
し
て

完
歩
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
で

き
る
限
り
２
年
ぐ
ら
い
で
完
歩

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

歩
く
の
は
１
宿
毎
を
１
日
と

し
、
宿
間
が
短
い
場
合
は
２
宿

な
ど
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
料
と
し
て
山
と
渓
谷
社
発

行
の
「
ち
ゃ
ん
と
歩
け
る
日
光

街
道

奥
州
街
道
」
を
参
考
に

し
ま
し
た
。

余
白
が
あ
れ
ば
当
時
の
背
景

等
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

行
程
の
距
離
や
時
間
、
歩
数

も
入
れ
ま
し
た
。

一
服
の
清
涼
剤
と
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

頭
の
中
で
旅
の
風
景
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

で
き
る
か
な
ー

路
銀
が
続

く
か
な
ー

そ
れ
で
は
出
発
進
行
！

柏葉紫陽花透かしホオズキ

9
月
の
行
事
予
定

【
事
務
局
関
係
】

28
日

理
事
会

29
日

新
会
員
説
明
会

【
地
区
関
係
】

千
住
地
区
（
千
住
中
居
町
10-

10
）

8
日

支
所
会
議

東
部
地
区
（
保
塚
町
7-

16
）

11
日

支
所
会
議

西
部
地
区
（
関
原
2-

16-

8
）

9
日

支
所
会
議

南
部
地
区
（
東
綾
瀬
1-

28-

7
）

10
日

支
所
会
議

北
部
地
区
（
西
保
木
間
1-

8-

2）

14
日

支
所
会
議

（
注
）
予
定
変
更
も
あ
り
ま
す
。


